
のいらないプライマー

イサムフロアー
ダイレクトアクア
▼動画はこちら▼
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水性で

手軽に

安全に

簡単施工
2液水性速乾ウレタン塗床材

ホルムアルデヒド放散等級



既存塗膜の塗り替え時に下塗りが不要。
乾燥性にも優れ、作業時間の大幅な削減が可能です。

使用方法

既存の塗膜がある事を確認。

特長

用途

●既存塗膜にプライマー無しで塗装できます。（工程短縮による作業時間の大幅短縮を実現）
●優れた乾燥性により、塗装後約３時間（23℃）で歩行が可能です。

●一般倉庫、一般工場　●駐車場、駐輪場、展示場（内・外）　●マンション、オフィスの廊下
●学校、病院施設　●モルタルコンクリート面の防塵保護
●溶剤が使えない場所、溶剤を避けたい場所

●水性塗料であるため環境に優しく、作業者にも安全です。

●耐摩耗性、耐久性に優れ、フォークリフトが走行しても傷や汚れが付きにくくなります。
●耐候性にも優れており、屋内・屋外を問わず使用可能です。

作業性

環境性

仕上がり

※塗装されていない床の場合は、下塗りが必要となります。塗装間隔や最終養生時間等につきましては、次ページ塗装仕様をご参照ください。

清掃し、充分に乾燥させます。 Ａ液にＢ液を全量投入してください。
※小分けして使用される場合は計量器を
　使用し正確に調合してください。

Ａ

Ｂ

Ａ液の缶内に、水道水を
希釈範囲内で入れます。

Ａ

水道水

Ａ液の缶にフタをし、よく
振って混ぜます。

しっかり混ざった塗料を
塗装用バットに取り分けます。

Ａ

ローラーなどで１回目の塗装
を行い、乾燥させます。

2回目を塗装し、乾燥したら
完成です︕

Ａ Ａ

※A液と B液を混ぜた際は可使時間内に塗料を使用してください。



イサムフロアー ダイレクトアクア

既存塗膜面の塗り替え（適用下地︓旧塗膜）

塗装仕様

新設の塗装（適用下地︓モルタル、コンクリート）

※カラコン・フェロコン等には専用のプライマーが必要となります。

工程工法 使用材料 調合比 希釈率 塗布量 塗装方法

下地処理

下地面に付着した油分・塵・埃などを除去・清掃し、充分に乾燥させてください。
クラック・不陸などはあらかじめ下地調整材・エポキシパテなどで処理してください。
施工前は汚れ、油分、ワックス等を除去し、清潔な下地面としてください。
施工前に目荒らしを行ってください。

上塗り
（１回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
5 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等 3 ～ 48 時間

（重量比） （％） （kg/ ㎡）

イサムフロアー ダイレクトアクア
ご指定色

ダイレクトアクア
（２回目）

ダイレクトアクア
（１回目）

旧塗膜

ダイレクトアクア
（２回目）

ダイレクトアクア
（１回目）

エポロ WE プライマー

モルタル・コンクリート

上塗り
（２回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
5 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等
最終養生

24 時間以上
イサムフロアー ダイレクトアクア
ご指定色

工程工法 使用材料 調合比 希釈率 塗布量 塗装方法

下地処理

下塗り A 液︓B 液
４︓１

清水
0 ～ 10 0.15 ～ 0.20 刷毛

ローラー等 3 ～ 72 時間

（重量比） （％） （kg/ ㎡）

エポロ WE プライマー

上塗り
（１回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
5 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等 3 ～ 48 時間

上塗り
（２回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
5 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等
最終養生

24 時間以上

イサムフロアー ダイレクトアクア
ご指定色
イサムフロアー ダイレクトアクア
ご指定色

塗装間隔
（23℃）

塗装間隔
（23℃）

下地面に付着した油分・塵・埃などを除去・清掃し、充分に乾燥させてください。
クラック・不陸などはあらかじめ下地調整材・エポキシパテなどで処理してください。
施工前は汚れ、油分、ワックス等を除去し、清潔な下地面としてください。
施工前に目荒らしを行ってください。

クリヤー仕上げ（適用下地︓旧塗膜）
工程工法 使用材料 調合比 希釈率 塗布量 塗装方法

下地処理

（重量比） （％） （kg/ ㎡）

上塗り
（１回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
10 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等 3 ～ 48 時間

上塗り
（２回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
10 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等
最終養生

24 時間以上

イサムフロアー ダイレクトアクア
クリヤー
イサムフロアー ダイレクトアクア
クリヤー

塗装間隔
23℃

旧塗膜

ダイレクトアクア
クリヤー (2 回目 )

ダイレクトアクア
クリヤー (1 回目 )

モルタル、コンクリート

ダイレクトアクア
クリヤー (2 回目 )

ダイレクトアクア
クリヤー (1 回目 )

クリヤー仕上げ（適用下地︓モルタル、コンクリート）
工程工法 使用材料 調合比 希釈率 塗布量 塗装方法

下地処理

新設の場合、充分な養生期間を取ってください。（夏季打設後３週間以上、冬季４週間以上）
含水率 10％（デジタル直読式水分計の場合 5％以下）、pH10 以下（pH 試験紙）としてください。
下地面に付着した油分・塵・埃などを除去・清掃し、充分に乾燥させてください。
クラック・不陸などはあらかじめ下地調整材・エポキシパテなどで処理してください。
表面のレイタンス、エフロレッセンス、浮きは除去してください。（ポリッシャー研磨機使用）

（重量比） （％） （kg/ ㎡）

上塗り
（１回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
10 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等 3 ～ 48 時間

上塗り
（２回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
10 ～ 15 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等
最終養生

24 時間以上

イサムフロアー ダイレクトアクア
クリヤー
イサムフロアー ダイレクトアクア
クリヤー

塗装間隔
23℃

新設の場合、充分な養生期間を取ってください。（夏季打設後３週間以上、冬季４週間以上）
含水率 10％（デジタル直読式水分計の場合 5％以下）、pH10 以下（pH 試験紙）としてください。
下地面に付着した油分・塵・埃などを除去・清掃し、充分に乾燥させてください。
クラック・不陸などはあらかじめ下地調整材・エポキシパテなどで処理してください。
表面のレイタンス、エフロレッセンス、浮きは除去してください。（ポリッシャー研磨機使用）

新設の塗装（適用下地︓アスファルト）

※アスファルトの劣化や吸い込みが著しい場合には、下塗り「エポロ WE プライマー」を塗装してください。
※密粒度アスファルト以外のアスファルトには、塗装できません。

ダイレクトアクア
（２回目）

ダイレクトアクア
（１回目）

工程工法 使用材料 調合比 希釈率 塗布量 塗装方法

下地処理

新設アスファルトの場合は、打設後 2 週間以上の期間を空けてから中性洗剤で洗浄、水洗いして
軽質油成分等を除去してから施工してください。
下地面に付着した油分・塵・埃などを除去・清掃し、充分に乾燥させてください。
凍結防止剤は取り除き、下地は充分に乾燥させてください。

（重量比） （％） （kg/ ㎡）

上塗り
（１回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
0 ～ 10 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等 3 ～ 48 時間

上塗り
（２回目）

A 液︓B 液
10︓１

清水
0 ～ 10 0.125 ～ 0.175 刷毛

ローラー等
最終養生

24 時間以上

イサムフロアー ダイレクトアクア
ご指定色
イサムフロアー ダイレクトアクア
ご指定色

塗装間隔
23℃

アスファルト



※カタログ記載の内容は、２０２４年２月現在の情報です。カタログの内容は予告なしに変更となる場合がございます。予めご了承ください。

イサムフロアー ダイレクトアクア
A 液︓11kg B 液︓1.1kg

荷姿

色相

※指定色にも対応しています

フレッシュグリーン ライトグリーン ソフトグリーン

ライトアンバー ナッツブラウン レッドブラウン

パールグレー

クリヤー

適用旧塗膜

イサムフロアーダイレクトアクア 第五版 カタログNo.CA-043-24-02 02-9P
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